
 

地球人講座 in 島根 を開催  2017 年 8 月 5 日 

【 JAXA 宇宙飛行士 油井亀美也さん講演 】 

 

 (公財)JAL 財団では 2003 年度より、地球規模で考え、行動できる人材の育成を目

的として、第一線で活躍する講師をお招きし、海外・国内で 『地球人講座』を開催して

います。 

今回は JAXA 宇宙飛行士の油井亀美也さんに、島根県松江市で講演を行っていた

だきました。当日は島根県内から公募で選ばれた小中学生・保護者の方 330 人が参

加しました。 

油井さんは、「宇宙で気づいた大切なこと」と題して、航空自衛隊時代にあきらめか

けた宇宙飛行士という子供のころからの夢を実現するまでの道のりや、ロシアやアメ

リカの仲間と過ごした ISS での生活の様子、宇宙から見える地球の姿を貴重な映像

や画像を交えながら紹介し、夢を叶える秘訣として「自分がほんとうにやりたいことを

夢にすること、夢を叶えるのは大変だけれど、自分の好きなことなら続けられる。一番

大事なのは、継続すること。迷ったり立ち止まったりしても、今やらなければならない

ことを一生懸命努力すること、そして、夢を他の人と共有してサポートしあうことがとて

も大切」と語ってくださいました。 

また、悲しく思ったこととして、「宇宙からみる光輝く地球にも国境がみえるところが

ある」と紹介し、さらに「宇宙ステーションではロシア人もアメリカ人も日本人もみんな

仲良くやっている。お互いの文化や歴史を理解し尊重し、相手を理解しようとする気

持ちがあれば、仲良く協力することができる。宇宙ステーションの文化はとても素晴ら

しい。宇宙ステーションの文化も環境技術も地上に還元すれば、政治を越えた住みや

すい地球になると考えます」とお話しになりました。 

講演に続き行われた質疑応答では「宇宙へ行くのは怖くありませんでしたか」「宇宙

ステーションの中には法律

がありますか」「ＩＳＳに搭乗

して一番すごいなと思った

ことや、思ったよりすごくな

かったなと思ったことは何

ですか」など、子供たちか

らのたくさんの質問に、ひ

とつひとつ優しく丁寧に答

えてくださいました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇宙航空研究開発機構（JAXA） 宇宙飛行士 1970 年長野県生まれ 

2012 年 10 月 ISS 第 44 次／第 45 次長期滞在クルーのフライトエンジニアに任命される。  

2015年7月～12月 ISS第44次／第45次長期滞在クルーのフライトエンジニアとしてISS

に約 142 日間滞在。 2016 年 11 月 JAXA 宇宙飛行士グループ長に就任。  

（2017 年 5 月現在） 


